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大域照明効果を考慮した遠隔集合写真合成器
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今後の課題

提案手法

5ステージで構成されるパイプライン

1. 光学情報推定ステージ
人物表面のアルベド・法線等を推定

2. シェイプ再構成ステージ
前景画像を3次元再構成

3. 照明シミュレーションステージ
前景・背景に分けて大域照明シミュレーション

4. 照明変換ステージ
シミュレーション結果を基に前景画像を再照明

5. コンポジットステージ
再照明された前景画像と背景画像を合成

概要

遠隔社会における人々の繋がり（共存感）の
希薄化に着目

共存感の一部が視覚情報によってもたらされ
ると仮定し，ポートレート合成における視覚
的整合性の保持に取り組むプロジェクト

独立した照明環境で撮影したポートレートを
証明の統一性や影を考慮して合成することで
視覚的整合性を保持した集合写真を生成

標準的なコンポジットでは再現できない照明環境の整合性や人物が落とす影を再現
提案手法による結果画像とレンダリング画像を比較し遜色ない品質を確認

標準的なコンポジット 提案手法 レンダリング

Project Starline
2021

Microsoft Teams Together Mode
2020

COVID-19 の感染拡大が本格化した2020年以降，
共存感に着目した遠隔技術が発展

右の二例のように，提案手法もコミュニケーション
ツールへの応用に向けて展開

処理速度の高速化や処理の完全自動化に取り組み，
コミュニケーションツールとしての実用性を向上
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